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愛する時と死する時 (1958)
A TIME TO LOVE AND A TIME TO DIE

メディア 映画

ジャンル ドラマ 

製作国 アメリカ

色彩 Color

時間 132分

初公開日 1958/10/04

公開情報 ＵＮＩ

【解説】
　アメリカ映画が第二次大戦の敗戦国ドイツの立場に立って作ったごく初期の映画で、監督は独出身の
ダグラス・サークだから、正に打ってつけ。そのメロドラマ作法は個人的思い入れを反映して、一段と
冴え渡る。敗色濃厚な'４４年早春のロシア戦線から故郷に一時帰還する独軍兵士（Ｊ・ギャヴィン）
は、廃墟と化した街を見てショックを受ける。両親も行方不明で、辛うじて、幼馴染みの娘と再会する。
母の主治医だった彼女の父も、ゲシュタポに連れ去られ今は消息不明だった。そしていつしか愛を育ん
だ二人は結婚。無事だった両親とも連絡が取れ、ささやかな幸福に浸る彼だったが、再び戦場に戻り、
激戦地を転戦。いよいよ終戦も間近い初春の日、妻から子供の誕生を知らせる手紙を受け取った彼は歓
んだが……。ギャヴィンとヒロイン役のリゼロッテ・プルファーが物語そのままの清純さで素晴らしい。
原作は「西部戦線異状なし」のレマルク。

【クレジット】
監督 ダグラス・サーク Douglas Sirk

製作 ロバート・アーサー Robert Arthur

原作 エリッヒ・マリア・レマルク Erich Maria Remarque

脚本 オリン・ヤニングス Orin Jannings

撮影 ラッセル・メティ Russell Metty

音楽 ミクロス・ローザ Miklos Rozsa

出演 ジョン・ギャヴィン John Gavin

リゼロッテ・プルファー Liselotte Pulver

ジョック・マホニー Jock Mahoney

ドン・デフォー Don DeFore

キーナン・ウィン Keenan Wynn

セイヤー・デヴィッド Thayer David

ダナ・Ｊ・ハットン Dana J. Hutton

クラウス・キンスキー Klaus Kinski

ドロテア・ウィーク Dorothea Wieck

エリッヒ・マリア・レマルク Erich Maria Remarque

ディーター・ボルシュ Dieter Borsche


